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論　　文　　の　　要　　旨
　大動脈一冠状動脈バイパス手術を行った患者の30－75％に於いてヨ術後3－6時間以内に高血圧
が出現することが報告されている。この術後高血圧の原因についてはラ断片的な知見しか存在せず，
その発症機構に至ってはヨ現在の所ほとんど不明である。
　一説によれば、この高血圧の発生には、心臓，大血管ヨ冠状動脈等より生ずる神経反射が関与す
るというがヨしかし神経反射がどのような役割を果たしているかは不明である。これを研究する際ラ
侵襲的操作が必要となるためヨヒトに於ては実施上の困難がつきまとう。若し適切な動物実験モデ
ルが開発されればラ研究はきわめて促進されよう。
　本研究はう大動脈一冠状動脈バイパス手術直後に発生する高血圧の発症機構を探る目的でヨ動物
実験モデルを案出し，神経反射が関与するかどうかを循環および内分泌機能を測定することにより
検討した。すなわち、イヌにおいてヨ開胸下で左冠状動脈に柔軟なカテーテルを挿入，留置しヨカ
テーテル先端部に冠状動脈閉塞を生ぜしめた。次にヨ8一五2日（平均9日）後に再手術を行い，半
数例（実験群）では大動脈一冠状動脈バイパスを作成して冠血流を再開しヨ他の半数例（コントロー
ル群）では害バイパスを作成したが、クランプを置いたままにしてラ血流を再開しなかった。両群
（各5匹ずつ）について循環パラメータヨおよびホルモン値等を比較して、次の結果を得た。
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　実験群に関してはうバイパス手術前後においてう平均大動脈圧はう81±5．5㎜Hgより102±7．O㎜
Hgへと有意に（P＜0．05）上昇しラまたヨ全末楕低抗も、7604±833より9648±1101dy肥s画cガ5
へと有意に（P＜O．05）増加した。これに伴って骨血漿ノルアドレナリン濃度も0145±O．092からO．
51±o．087巫g／㎜1へと増加した。（p＜0．01）。これらの値はラいずれも平均±標準誤差を表す。この
際，大動脈圧と血漿ノルアドレナリン濃度はラ平行して変化した。心拍出量ラ全身静脈圧ラ血漿レ
ニン活性等は有意に変化しなかった。他方ヨコントロール群に於てはラこれらの値は。いずれも有
意な変動を示さなかった
　実験群にみられる循環系および内分泌系の変化はヨヒトの術後における場合とヨ反応のパターン
および時間経過に関し類似でありヨこの動物実験モデルが適切であることを示している。また上述
の結果は。冠状動脈バイパス手術後の高血圧に，交換神経系を介する神経反射が関与することを示
唆する。
　以上ヨこの研究はラ冠状動脈バイパス手術後にみられる高血圧の動物実験モデルをはじめて案出
しラこの高血圧発生の機構を検討したものである。
審　　査　　の　　要　　旨
　本実験動物モデル作成の実験手技はラ必ずしも容易ではないがヨこの研究が進むにつれラ手術方
法の改良により、成功率は50％近くにまで上昇した。このモデルがより広く用いられラこの分野に
おける研究の進歩に貢献する事が期待される。
　また、高血圧とノルアドレナリンとの因果関係を確認するために、血漿ノルアドレナリン濃度を
経時的に測定し事平均大動脈圧の変化と対比させる事が必要であろう。実験の信頼性をますためにラ
血液ガスの測定も望まれる。
　さらにラ高血圧のメカニズムを詳細に解析するうえで，心肺部受容器からの求心性電気信号の記
録，αヨβ一抗アドレナリン薬の便用による遠心機構の同定等がヨ今後の研究において必要となろ
う。
　よってラ著者は医学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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